
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 高松小学校だより 

たかまつの子 第 10号 

【 ２月 主な予定 】  

【読み聞かせ】   下学年 １９日  上学年 １２・２６日  

【ｶｳﾝｾﾗｰ来校日】 ３日・１０日・１７日・２４日     【３年放課後学習】 ４日・１８日・２５日（今年度最終） 

   【なわとび集会】 高学年 ９日 ・ 低学年 １０日  （中学年 １月２８日）   

２月 ３日（火） 避難訓練（洪水・浸水に備えた垂直避難：１階にある学級のみ） 

第３回 地域学校運営理事会 

２月 ５日（木） 授業公開日 ２校時 １・２年 ４校時 ３・６年 ５校時 ４・５年 

※ ４校時３年見守り隊さんに感謝を伝える会 ／ ５校時後４年宿泊研修説明会・５年修学旅行説明会 

２月１３日（金） １年 昔の遊び交流会 

２月２５日（水） ５年 出雲科学館学習 

２月２７日（金） 全校 ６年生を送る会 ２・３校時 

２月２８日（土） 吹奏楽部 「ハッピーコンサート」 

 

「心の目」 

 

 1年担任をしていた時のことです。生活科「春を見つけよう」という学習がありました。 

４月、「今から春を見つけに行ってきます！」と意気揚々としていると、先輩から、 

「今まさに春本番。どこに行っても花が咲き、虫がいて、鳥が鳴き・・・当たり前にあるものを探させて、 

いったいどんな力を育てようとしているのですか？」と問われました。 

深く考えず、ただ出かけようとしていた自分が恥ずかしくなりました。 

冬と春の境目の頃、そこには見えないけれど、でも、しっかりと息づいている春を見つけようとする目

を養うこと、それが大事だと思いました。 

見ようという心で探し、見つけることができたとしたら、子どもたちの喜びや感動はいっそう大きなも

のになると思いました。 

そうした積み重ねで、子ども達の感性が豊かなものへと育っていくのだと、先輩の一言で気付いたしだ

いです。（節分を境に暦の上では春を迎え、これから少しずつ春がやってきます。お見逃しなく！） 

東井義雄さん（教育者）の詩に、次の一節がありました。 

「心のスイッチ」 

人間の目はふしぎな目  見ようという心がなかったら  見ていても見えない 

人間の耳はふしぎな耳  聞こうという心がなかったら  聞いていても聞こえない 

頭もそうだ  はじめからよい頭 わるい頭の区別があるのではないようだ 

「よしやるぞ！」と 心のスイッチがはいると 頭もすばらしいはたらきをしはじめる 

心のスイッチが 人間をつまらなくもするし すばらしくもしていく 

電灯のスイッチが 家の中を明るくもし 暗くもするように   （以下略） 

 

「見よう」「聞こう」という、意欲に満ちた子どもたちを育てていきたいと思います。 

気づきや驚きを大切に、分かる授業、楽しい授業づくりに励みたいと思います。 

 

 

「靴を揃えよう」 

 

ある新聞記者がこんな記事を寄せていました。 

甲子園の取材に行くと必ず感じることがある。それは、強豪校と言われる学校に共通していることは、

玄関の靴が必ず揃えられている。また宿舎に限らず、練習場に置かれているカバンがきちんと整頓され

ている。その様子は美しさすら感じる。指導者に聞けば、 

「自分たちは、野球だけ上手といった生徒を育てているわけではありません。社会に出たときに、 当

たり前のことができる人間を育てたいと思っています。そう思うと、靴を揃える、カバンを揃えると言

ったことすらできない人間は、野球をやっても上手くなりません。」と。 

生徒は、言われたからやっているだけなのでしょうか？記者がインタビューしてみると、 

「玄関できちんと靴を揃えておかないと次に来た人の迷惑になります。また、だらしない印象や不快感

を与えてしまいます。カバンはというと、みんなが歩く場所をきちんと整頓できていないと、使える場

所が狭くなったり、歩きにくくなったり、迷惑をかけてしまうことにつながります。」 

とその意味を深く理解していました。 

高松小学校でも「靴をそろえよう」を目標にがんばっています。 

整頓された靴箱をみると、時に感動すら覚えます。すばらしい場面があります。 

（もちろん日によってはできていないこともありますが・・・） 

全校で意識的に取り組んだ結果の表れだと思います。 

しかし、それだけではありません。自主的に、玄関をきれいに整えてくれる子どもたちがいるのです。 

ボランティア委員会、５・６年生の有志、学級の係、などたくさんの子どもたちの力で、きれいな環境が

整えられています。これからも、充実した学びとなるように環境を整えていきたいと思います。 

小さい頃から、「靴を揃える」「椅子をしまう」「あいさつをする」など、当たり前のことが当たり前にで

きるようになれば、それはきっと一生の宝物となると思います。 

これからも根気強く指導を続けていきたいと思います。ご家庭でも、励ましの声がけをお願いします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜３学期 始業式＞ すばらしい態度でした。 体育館に校歌が響きました。 

＜算数＞ （わり算）□にあてはまる数 

＜体育館２階スペース＞ 長なわ練習 

＜学級＞ 新年の決意発表会 

＜町子ども会＞ 高学年（リーダー）が進行・まとめ役で活躍しています。 

＜体育＞ 長なわ８の字跳び 

１月の「ナイスショット！」寒さに負けずハツラツと過ごしています。皆様のおかげです。ありがとうございました。 

＜読書ビンゴ＞ 図書委員会主催 

＜ドッジボール大会＞ 体育委員会主催 

 

＜体育＞ 鉄ぼう （ひじ曲げ持久けんすい） 

＜音楽＞ 「ずいずいずっころばし」 

＜わくわく玉手箱＞ 浜山中校区の小・中学校（浜山中・長浜小・高松小）特別支援学級では、学期ごとに合同学習会を開いています。湖遊館で親睦を深めるとともに、スケートを楽しみました。 


